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１．調査の方法 
 

東明地域のアンケートについては、以下のような方法で実施した。 
 
 
 
  対象  東明地域 全 １，０１５世帯 

 

 方法  自治会による戸別配布と戸別回収 

 

 実施  平成 24 年１１月 

 

 回収  回収数   954   回収率   94.0% 

     有効回答数 948   有効回収率 93.4% 

 
  内容  回答者属性   町内会別、性別、年齢、家族構成、居住形態、居住年数 

生活環境    住環境、東明地域の好ましい点・好ましくない点、 
東明地域の今後、あいさつ、留守時の連絡、 
友人関係のきっかけ、ご近所のつながりを高める方法 

      地区の課題   東明地域の課題 
      防災・防犯   地震災害に対する備え、犯罪被害、防犯の対策 
      地域活動参加  地域団体の活動、地域行事への参加、参加条件 
      広報      広報の認知度、改良すべき点、広報の周知不足、改善方法 
      役割分担    地域と行政の役割分担 
      子育て     子どもの就学状況、子育ての不安、子どもや子育て家庭と地域

社会 
      居住意向    東明地域での居住意向、瀬戸市内での居住意向 
      高齢者     退職後の活動、不安、日中の過ごし方、今後の取り組み意向 
      自由意見 
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２．回答者属性 
 
①町内会別 
  回答数 948 の町内会ごとの内訳は、東拝戸が 11.9%と最も多く、次いで塩草台が 10.7%と

なり、そのほかはほぼ 10%を下回っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②性別 
  回答者の性別は、男性 37.7%、女性 56.9%で、女性が多くなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
③年齢 
  回答者の年齢では、70 歳以上が 31.1%と最も多く、次いで 60 歳代 28.2%、50 歳代 20.6%、

40 歳代 10.8%、30 歳代 6.8%と、全体に高齢者世代の回答が多い。 
 
 
 
 
 
 
 

37.7%

56.9%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

男性

女性

無回答

記入者の性別 N=948

0.7%

6.8%

10.8%

20.6%

28.2%

31.1%

1.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

30歳未満

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70歳以上

無回答

記入者の年齢 N=948

5.0%

4.9%

5.7%

6.6%

9.4%

4.4%

7.3%

6.8%

9.8%

7.2%

7.8%

10.7%

11.9%

1.8%

0.8%

0% 2% 4% 6% 8% 10% 12% 14%

白坂

八王子

東窯元

西窯元

春丘

赤津

西窯

東明

小空

新明

太子

塩草台

東拝戸

針原

無回答

お住まいの町内会 N=948
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④家族構成 
  家族構成は、親子が 42.7%で最も多く、次いで夫婦のみが 27.8%であり、この 2 つで約

70%を占めている。一方、ひとり暮らしは 13.1%と、単身世帯は比較的少ない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤居住形態 
  居住形態については、戸建て住宅が 92.4%、集合住宅・アパートが 3.4%となり、戸建て

住宅が多くを占めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥居住年数 
  居住年数では、30 年以上が 56.3%と最も多く、次いで 20 年以上 30 年未満が 18.8%、10

年以上 20 年未満が 12.0%、5 年以上 10 年未満 5.6%となり、この地域に 10 年以上長く住み

続けている人が約 77％を占めている。 

0.8%

4.7%

5.6%

12.0%

18.8%

56.3%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

1年未満

1年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上

無回答

お住まいの年数 N=948

 

 
 
 
 

42.7%

27.8%

13.1%

12.6%

1.6%

2.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

親子

夫婦のみ

ひとり暮らし

三世代

その他

無回答

家族構成 N=948

92.4%

3.4%

2.4%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

戸建て住宅

集合住宅（アパート）

その他

無回答

ご自宅の種別 N=948
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３．生活環境 
 
① 住環境 
  居住環境については、比較的評価の高いものに、「緑豊かな地域である」「ゴミ出しなどの

衛生マナーが良い」「近隣関係がうまくいっている」「災害の不安がない」「地域の行事(祭り、

運動会等)が盛んだ」「駐車マナーが良い」「防犯上の不安がない」「自治会等の地域活動が盛

んである」「子育ての環境が良い」と続き、概ね 30%以上の住民が評価している。 
  一方、評価の悪いものは、「子供の教育環境が良い」「公園の清掃等美化活動が盛んである」

「高齢者・障害のある人が生活しやすい」「病院や医院が利用しやすい」「買い物や日常生活

に便利である」となっており、教育、医療、福祉、生活利便性に対する不安が指摘されてい

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9.7%

12.6%
3.2%

6.4%

8.5%

18.7%

6.1%

8.9%

8.4%

17.4%

8.5%
1.2%

0.9%

48.6%

26.3%

25.9%

5.1%

18.7%

25.0%

40.0%

18.2%

26.2%

27.7%

38.7%

28.0%

2.8%
0.7%

32.0%

24.9%

24.2%

16.0%

37.1%

34.8%

21.4%

45.1%

44.0%

32.7%

29.7%

40.9%

8.2%

5.1%

9.0%

15.9%

14.9%

26.6%

15.4%

12.4%

7.9%

14.2%

10.0%

13.8%

5.1%

10.9%

19.4%

18.9%
3.1%

17.3%

16.6%

42.4%

12.9%

10.0%

6.9%

8.3%
4.1%

10.9%
4.0%

5.8%

63.5%

69.9%
3.0%

5.9%

5.9%

6.8%

9.5%

9.2%

5.2%

7.9%

6.9%

6.4%

5.1%

5.9%

4.9%

4.4%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

防犯上の不安がない

災害の不安がない

高齢者・障害のある人が生活しやすい

子どもの教育環境が良い

子育ての環境が良い

ゴミ出しなどの衛生マナーが良い

公園の清掃等美化活動が盛んである

自治会等の地域活動が盛んである

駐車のマナーが良い

近隣関係がうまくいっている

地域の行事（祭り、運動会等）が盛んだ

病院や医院が利用しやすい

買い物や日常の生活に便利である

緑豊かな地域である

Q1 東明連区の居住環境について、普段どのように感じておられますか。 N=948

そう思う どちらかと言えばそう思う どちらでもない（分からない）

どちらかと言えばそう思わない そう思わない 無回答
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②東明地域の好ましく思うこと 
好ましいと思うことという問いに対しては、「自然や緑などの環境が良い」が 80.2%、次い

で「近所づきあいなどの人間関係が良い」が 49.4%、「安心して暮らせる」47.2%と続く。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
③東明地域の好ましくないと思うこと 
 好ましくないと思うことという問いに対しては、「買い物、通院、通勤、通学に不便」が 89.0%

で最大、9 割の人が交通の不便さをあげる。 
次いで「後継者世代が少ない」48.4%、「子供の遊び場所が少ない」37.1%、「子育てや高齢

者への対応が充実していない」28.6%をあげ、移動の不便さ、後継者、高齢者、子育て等を

問題としてあげる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

47.2%

49.4%

3.8%

80.2%

3.0%

1.3%

5.2%

2.4%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

安心して暮らせる

近所づきあいなどの人間関係が良い

子育てや高齢者への対応が充実している

自然や緑などの環境が良い

買い物通院、通勤、通学に便利

教育・文化の水準が高い

遊びや余暇の活動に参加しやすい

その他

無回答

Q2 東明連区で好ましいと思うことは何ですか。 N=948

5.5%

8.3%

28.6%

1.8%

89.0%

8.0%

19.1%

37.1%

48.4%

2.3%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

安心して暮らせない

近所づきあいがしづらい

子育てや高齢者への対応が充実していない

自然や緑などの環境に乏しい

買い物、通院、通勤、通学に不便

教育・文化の水準が低い

遊びや余暇の活動に不便

公園など子供の遊び場所が少ない

後継者世代が少ない

その他

無回答

Q3 東明連区で好ましくないと思うことは何ですか。 N=948
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④東明地域の今後 
  どのようなまちになればよいかという問いに対しては、「高齢者や子どもが安心して暮らせ

るまち」が 65.7%、次いで「生活用品が近くで買えるまち」が 61.2%、「医療施設が近くに

あるまち」60.0%、「公共の移動手段が確保されているまち」55.0%と続く。全体的には、安

心安全に暮らすことのできるまちと、公共交通や買い物などが便利なまちが望まれている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤あいさつ 
  ご近所とのあいさつでは、「多くの方とする」59.6%、「顔見知りとする」が 36.9%となり、

あわせて 96.5%と、ほぼ全員に近い人が知り合いの方を中心にあいさつを行っている。 
 
 
 
 
 
 
 
⑥留守時の連絡 
  ２日以上留守にするときの近所への連絡では、「いつもする」、「ときどきする」あわせて

47.2%の人が連絡している。一方、同数の 47.2%人が「いつもしない」と回答している。 

20.0%

27.2%

47.2%

5.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

いつもする

ときどきする

いつもしない

無回答

Q6 ２日以上留守にするときにご近所に連絡しますか。 N=948

 

59.6%

36.9%

2.2%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

多くの方とする

顔見知りとする

ほとんどあいさつしない

無回答

Q5 ご近所の方とあいさつをしますか。 N=948

28.5%

12.9%

65.7%

29.4%

7.8%

24.8%

25.7%

44.6%

60.0%

61.2%

55.0%

1.5%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

近所づきあいが気持ち良く出来るまち

地域の教育・文化の水準が高いまち

高齢者や子どもが安心して暮らせるまち

困ったときに相談できる人や助けてくれる人がいるまち

地域の活動や行事に多くの人が参加しているまち

地域の秩序が維持されているまち（路上駐車、ペットなど）

地場産業に活気のあるまち

生活道路が安全なまち

医療施設が近くに有るまち

生活用品が近くで買えるまち

公共の移動手段が確保されているまち

その他

無回答

Q4 これからの東明連区がどのようなまちになればいいと思いますか。 N=948
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⑦友人関係のきっかけ 
  地域内での友人関係のきっかけについては、「隣近所づきあい」が 71.8%と最も多い。次

いで「子育て・子どもを通じた関係」39.0%、「地域の各種団体活動を通じた関係」29.2%が

主なものとなった。全体として、隣近所づきあいや子育てを通じて知り合うかたちでの友人

関係の広がりがみえる。 

71.8%

29.2%

39.0%

17.7%

12.3%

13.4%

8.5%

2.3%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

隣近所づきあい

地域の各種団体活動を通じた関係

子育て・子どもを通じた関係

共通の趣味を通じた関係

仕事・商売を通じた関係

幼ななじみである

地域内に親しくしている人はない

その他

無回答

Q7 地域内で親しくしている人との関係はどのようなきっかけで始まりましたか。 N=948
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⑧ご近所のつながりを高める方法 
  ご近所とつながりを高める方法としては、「あいさつをする」が多く回答され、そのほか「町

内会での様々な行事やイベントへの参加」などがあげられている。 
 

問 7 意見 

①まずはあいさつ 

②親切にする 

③迷惑をかけないように心掛ける 

④注意されたら反省する 

⑤若い人達も忙しいけれど年を重ねたらどのようになるかを心掛けながら生活する 

趣味、町内の行事などを通して、親密感を高める。特に若い人とのつながりが希薄なため、青年部等

を組織し、若者の考えを尊重した町内活動を推進する。 

30 歳代の人が少ないため区画整理が進んだ後に期待している 

挨拶 

あいさつ 

あいさつ 

挨拶、世間話 

挨拶から始めるのが 1 番良いと思います。新しく来られた方は挨拶しても返してもらえない事が多いで

す 

あいさつと姿を見たら会話する 

あいさつは必ず自分から行なう 

あいさつをする。隣にいつも声をかける 

相手の気持ちを考えた大人の行動をするだけで高められます 

相手の状況を考えて思いやりを持って接する。自分の困った時は心を開いて相談したり助けていただ

く 

当たり前の事ですが挨拶をきちんとして近所付き合いをしっかりやっていく 

意見が安心して言える。顔見知りの人が気楽に集まって話し合える場所 

井戸端会議 

井戸端会議 

井戸端会議の場所がほしい（集会所は制約が多すぎる） 

今は地震など災害時で具体的な行動を訓練・話合いの場を持てば良いのではないか 

お互いの生活に干渉せず、それぞれの家庭は他への迷惑を考えて、そのような行動をしないよう生活

する 

お互いへの思いやり気遣い 

お茶会などあると良いと思う 

お祭りでもやるとか 

思いやる心 

気軽に集える場所があれば 

近所付合いと挨拶運動から始める 
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近所の人との助けあい 

公園などを増やした方がいいと思う 

公園や歩道を良くしたり子供の遊べる場所などが出来ると、親子や高齢者が集まり繋がりが出来ると

思います。 

行動しやすい（公共交通機関）を増設してほしいし、老人が多いので、気楽に集まれる場所があると良

いですね。 

高齢者や 1 人暮らしのお年寄りに出来る限り外に出で誰でもよいから人と話すように勧めています。 

個人で出来た野菜を通りがかりの人に食べてもらい美味しければまた来てくださる。地区の寄り合い 1

時間くらい色んな話をしたり聞いたりするといいと思う 

こちらから挨拶しても返事が無い。挨拶ぐらいしてほしい 

市がもっと気を使う。何もしてくれない 

自治会の行事・集いなどで交流。日頃の挨拶などから会話やコミュニケーションなどが広がると良いと

思う 

自分勝手をなくし、車の停め方など、もう少し人に対して思いやりなどがあるとよい。言いにくいことが

多いので、それなりの間に入る人がいるといいと思います。 

自分から話しかけるよう心がける 

小ブロックに分けた連絡網を作成し、普段から連絡を取り合える環境を作る。 

スポーツ大会や盆踊りなどの町内会での催し 

清掃活動に力を入れて、きれいな街づくりを心がけることで連帯感を生む。たとえば“赤津のつどい”に

参加して住民の手で住みやすい街づくりを考える。 

掃除以外で親睦を目的とした集まりが組単位くらいであれば良いと思う。お茶会、新年会、食事会など

互いに助け合って親しく付き合う。何事にも理解し合って困った人には手を差し伸べる。現在は奉仕の

心が欠けているように思う 

塩草町内は連区を全体にまとめると良いでしょう。町内のまとまりが無く人間関係が保てない要因が

ある。流れの便利性から祖母懐連区に全て入るべきである。住民の要望が根強く、4/5 が祖母懐連区

の面積であるのが実績となっています。 

地域での活動機会を増やすことだと思います。その際、強制ではなく自由な意思で参加できる仕組み

があるといいです。 

地域の活動に積極的に参加する 

地域の秩序を守り、近所づきあい、挨拶をしよう。 

小さいことでもよく話をすることで心を開かせることも大切と思います。とてもむずかしいことで個人差

もあり、人を良く見て心まで信じていただけるよう話し方、聞くこと、上手に態度をすることも大切と思

う。 

町内会活動を深める 

町内会単位の行事を増やす。連区内の町内対抗イベント 

町内会で新年会、忘年会等、酒を飲む機会を作る。 

町内行事、地域活動等に積極的に参加する 

町内行事を多くすると顔合わせが出来る 

町内ごと組ごとの交流、行事。バーベキュー・運動会など 
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町内の親睦会 

町内の中で出来るだけ行き来し、行事に参加する。 

常に笑顔で挨拶すること 

隣同士の関係が多い 

隣の人たちに声をかける。長いこと留守の家は気をつけてあげる 

長く住み続けられるような対策を実行しながら有効な形を見極めていく。少しずつ良くなっていると実

感出来る地域になっている事が重要で、何も変わらない事が現実だ。 

何事も声をかけあい仲良くなるしかないと思う 

年 1 回、組だけでのお茶会 

花を育てると会話が広がります。ペットなどの情報交換 

日頃、気軽に挨拶が交わせる交わりに…大切だと思います。 

日ごろのあいさつから 

日頃の会話に心がけて、相談等があれば相談に乗る 

普段から外に出て、よくあいさつをする事 

文化活動、趣味、サークル等を公民館や場所を提供してくれた個人宅でコミュニケーションをとる 

保育園が開園されれば、近所の親達が仲良くなれる。 

本人がいない所での悪口をやめる。その人の良い所をみつけるようにするしかない。繋がりを高める

のは相当なエネルギーがいる。あそこの家は車が無いからよく出かけるとか、今帰ってきたとか近所

の事に興味があり過ぎる土地だと思う。考え方を変えていかなくてはいけない。 

毎月１回位、ご近所の人と食事会をする。 

貧しい私達には生きる望みを持つことは不可能 

まずは挨拶 

まずはあいさつから 

まずは挨拶から…。婦人会ばかり頑張っていますが、もっと男性が出やすい会を作ったらいかがでしょ

う。 

まずは顔を合わせたらあいさつをすること、会話を交わす 

昔は学校を卒業し就職すると、成人として青年団に自然に入団し、職場を定年退職し、又は６０歳にな

れば地域の老人会に加入するのは当たり前で自然であり、地域の各種活動を通じ、親交が深かった

が、最近はこのような近所付き合いが稀薄になった。向こう三軒両隣の気風が稀薄になり残念。老人

会に加入しなくなった人が多い。 

礼儀正しく。悪口を言わない 

連区内での挨拶が基本である 

礼儀作法を守り、他人のプライバシーに図々しく踏み込まない 
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４．地区の課題 
 
① 東明地域の課題 
  東明地域の課題としては、「公共交通の不足」59.1%（1 位）、「高齢化による介護等の問題」

49.5%（2 位）、「地震等の自然災害」35.0%（3 位）、「痴漢や空き巣などの犯罪」30.2%（4
位）、「ペットの飼育マナー(糞尿の始末等)」26.1%（5 位）、「自治会等の地域活動の担い手不

足」19.7%（6 位）となった。 
「公共交通」などの移動、「高齢化」に対する不安が強い。次いで「防災・安全」「マナー」

「地域の人材」に関する問題が課題となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
年代別の地区の課題 
 

30.2%

9.7%

4.5%

35.0%

15.3%

49.5%

11.9%

14.1%

1.6%

7.1%

6.5%

26.1%

11.4%

19.0%

11.5%

6.5%

3.5%

19.7%

0.5%

59.1%

2.6%

6.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

痴漢や空き巣など犯罪

電話やメールを使った詐欺等の犯罪

いじめや虐待

地震等の自然災害

防火対策の不備

高齢化による介護等の問題

子育て環境

子どもの教育環境

青少年の非行（喫煙・深夜徘徊等）

ゴミ出しマナー（指定日を守らない等）

近隣からの騒音・悪臭

ペットの飼育マナー（糞尿の始末等）

自動車騒音・粉塵

道路環境や公園（ごみのポイ捨て等）

駐車マナー

近隣関係

自治会活動の停滞化

自治会等の地域活動の担い手不足

外国人との共生

公共交通の不足

その他

無回答

Q9 普段から心配している東明連区の課題や問題は何ですか。 N=948

１位 ２位 ３位 ４位 ５位 ６位

30歳未満 子育て環境
痴漢や空き巣など犯
罪

地震等の自然災害 子どもの教育環境
ペットの飼育マナー
（糞尿の始末等）

駐車マナー
公共交通の不足

30～39歳 公共交通の不足 地震等の自然災害 子どもの教育環境 子育て環境
痴漢や空き巣など犯
罪

高齢化による介護等
の問題

40～49歳 公共交通の不足
高齢化による介護等
の問題

地震等の自然災害
痴漢や空き巣など犯
罪

子育て環境
道路環境や公園（ご
みのポイ捨て等）

50～59歳 公共交通の不足
高齢化による介護等
の問題

地震等の自然災害
痴漢や空き巣など犯
罪

道路環境や公園（ご
みのポイ捨て等）

自治会等の地域活動
の担い手不足

60～69歳 公共交通の不足
高齢化による介護等
の問題

地震等の自然災害
ペットの飼育マナー
（糞尿の始末等）

痴漢や空き巣など犯
罪

自治会等の地域活動
の担い手不足

70歳以上
高齢化による介護等
の問題

公共交通の不足 地震等の自然災害
痴漢や空き巣など犯
罪

ペットの飼育マナー
（糞尿の始末等）

道路環境や公園（ご
みのポイ捨て等）
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５．防災・防犯 
①地震災害に対する備え 
 地震等の災害に対する備えについては、「火災報知機を取り付けている」が 53.6%の世帯、「地

域の一時集合場所を知っている」が 45.3%、「非常時持ち出し品(懐中電灯・スリッパ等)の準備

をしている」が 37.0%、「水・食料等を確保している」が 31.1%となっている。 
 一方、「準備をしていない」世帯が 23.2%と約 1/4 の世帯は何も対応を行っていない。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②犯罪被害について 

犯罪被害については、「被害を受けたことがない」が 59.1%と半数以上を占めている一方、

約 30%の世帯が何らかの被害にあっている。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
③防犯対策について 

防犯上、日ごろから気をつけていることでは、「戸締り・鍵かけの徹底・工夫」が 78.4%と

一番多く、次いで「夜間、門灯をつけている」37.7%、「夜間の一人歩きをしない」33.4%とな

っている。 

 

 

 

 

 

 

 

14.3%

5.6%

6.2%

0.5%

0.3%

59.1%

3.2%

15.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

侵入盗（空き巣・忍び込み等）

乗り物盗（自動車・自転車・オートバイ等）

非侵入盗（部品ねらい・車上ねらい・ひったくり・自販機ねらい）

性犯罪（ちかん等）

凶悪犯（強盗・恐喝）

被害を受けたことがない

その他

無回答

Q11(1) 東明連区で犯罪被害を受けたことがありますか。 N=948

78.4%

7.9%

14.9%

33.4%

5.7%

37.7%

14.5%

0.8%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

戸じまり・鍵かけの徹底・工夫

外出時の近隣への声掛け

防犯灯・防犯ブザーの設置

夜間の一人歩きをしない

地域の防犯活動に参加

夜間、門灯をつけている

特にしていない

その他

無回答

Q11(2) 防犯のため日頃から気をつけていることは何ですか。 N=948

12.0%

31.1%

20.4%

37.0%

23.8%

53.6%

23.2%

45.3%

0.7%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

住宅の耐震診断を済ませている

水・食料等を確保している

家具等の転倒防止措置をしている

懐中電灯・スリッパ等の非常時持ち出し品の準備をしている

家族で集合場所・避難場所を決めている

住宅用火災警報器を取り付けている

準備をしていない

地域の一時集合場所を知っている

その他

無回答

Q10 地震等の災害に対してご家族でどのような備えをしていますか。 N=948
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６．地域活動への参加 
①地域団体の活動 
  地域組織や団体の認知度について、活動への参加については「町内会」72.2%、「東明連区

自治連合会」29.1%、「東明公民館」28.1%であるが、その他は活動への参加経験が低くなっ

ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20.4%

23.9%

51.8%

8.6%

21.8%

8.6%

13.6%

5.9%

6.5%

27.7%

16.8%

18.9%

36.9%

10.3%

49.3%

37.8%

48.4%

54.9%

45.4%

52.7%

50.5%

50.9%

33.9%

42.4%

41.9%

54.2%

54.9%

53.4%

52.8%

54.5%

53.2%

52.5%

33.4%

17.1%

37.9%

33.8%

38.5%

42.3%

36.3%

40.3%
40.5%

38.1%
32.3%

38.8%

37.6%

41.7%

40.8%

40.0%

41.0%

41.2%

39.8%

39.2%

97.2%

97.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

東明連区自治連合会

町内会

赤津の将来を考える会

東明公民館

東明地区社会福祉協議会

東明民生委員児童委員協議会

東明婦人会(保健推進員、婦人防火クラブ)

東明消防分団

東明自主防災リーダー会

東明老人会

東明小学校ＰＴＡ(体育後援会)

東明子ども会連絡協議会

祖東中学校ＰＴＡ

少年センター祖東支部

東明農事組合連合会

大目神社氏子総代

赤津の自然を育てる会

赤津焼工業協同組合

赤津窯元まわし会

フォーラム東明２１

その他

その他

Q12 東明地域の以下の地域組織、団体のメンバーとして活動したことがありますか。
N=948

メンバーとして活動に参加している メンバーとして活動に参加したことがある

参加したことがない 今後活動に参加しても良い

無回答
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②地域行事への参加 
  行事への参加状況では、「主要メンバーとして企画・運営に携わっている(いた)」「参加し

ている(いた)」「たまに参加している(いた)」を合わせて、「祭り・運動会等の地域行事への協力」

が 63.4%、「自治会などの地域活動」が 62.5%、「防災訓練などの地域の防災活動」は 49.0%と

なっている。一方、「高齢者や障害者の世話等の福祉活動」「青少年を健やかに育てるための活

動（街頭補導等）」「まちに花や緑を増やす活動」などは非常に低くなっている。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③参加条件 
  参加条件として、「時間的余裕があれば」参加する人が 34.7%、「一緒に参加する仲間がい

れば参加する」が 18.2%である一方、「無回答」が 48.8%と約半数となった。 
 
 
 
 

21.1%

21.7%

14.0%

5.4%

27.1%

30.9%

5.9%

17.1%

27.3%

7.4%

21.0%

11.8%

36.3%

31.6%

34.3%

25.9%

54.6%

50.1%

57.5%

32.2%

53.7%

44.3%

14.2%

13.8%

10.7%

40.1%

26.7%

23.5%

36.5%

36.6%

37.4%

31.2%

37.2%

36.6%

21.7%

23.0%

88.5%

47.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

パトロールなど地域の安全活動

防災訓練など地域の防災活動

高齢者や障害者の世話等の福祉活動

子育て支援活動（登下校見守り等）

青少年を健やかに育てるための活動（街頭補導等）

公園や道路などの地域のクリーン活動

まちに花や緑を増やす活動

文化・スポーツ振興の活動

祭り・運動会等の地域行事

自治連合会・町内会などの地域活動

その他

地域外でのボランティア活動

Q13 次のような活動に参加されたことはありますか。 N=948

メンバーとして参加している（いた） たまに参加している（いた） 参加したことがない

機会があれば参加したい 無回答

34.7%

18.2%

4.5%

4.2%

16.2%

3.6%

3.5%

48.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

時間的余裕があれば

一緒に参加する仲間がいれば

家族の理解・協力があれば

研修会や講座の開催があれば

時間や期間に拘束されなければ

技術・経験を生かせることができれば

その他

無回答

Q14 どのような条件が整えば活動に参加できそうですか。 N=948
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７．広報 
 
①行政・地域団体の広報の認知度 
  行政・地域団体が発行する広報紙の認知度では、行政の発行する「広報せと」の認知

度が最も高く、多くの住民に読まれている。次いで「自治会、町内回覧」「連区だより」

の順となり、これら行政と地域の主要な広報は認知度が 80～90%以上程度と高くなって

いる。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

69.8%

19.5%

7.9%

38.7%

59.7%

37.9%

23.0%

21.1%

16.9%

23.7%

6.9%

10.2%

4.2%

21.6%

34.8%

21.1%

36.2%

22.0%

29.4%

34.7%

31.8%

26.2%

26.9%

11.9%

17.1%

7.9%

15.6%

25.4%

7.2%

9.9%

15.9%

14.9%

17.7%

15.1%

22.5%

17.2%

22.5%

6.5%

15.1%

7.9%

12.7%

9.1%

27.7%

27.2%

34.5%

7.2%

23.5%

30.5%

15.9%

13.5%

17.7%

21.3%

24.4%

26.6%

25.2%

31.0%

28.3%

30.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

「広報せと」 瀬戸市発行（2回/月)

「市議会だより」 瀬戸市議会発行（4回/年)

瀬戸市ホームページ

「連区だより」 東明自治連合会発行 (3回/年)

全戸配布・(組)回覧 東明自治連合会発行

東明公民館広報「まど」(２回/年)

「社協だより」 瀬戸市社会福祉協議会発行

「ふれあい・たすけあい」東明地区社協(4回/年)

「なかよし」 古瀬戸保育園発行(毎月)

「とうめい」東明小ＰＴＡ広報部（２回/年)

東明小学校ホームページ

「祖東の風」 祖東中学校発行（毎月）

祖東中学校ホームページ

Q15 行政、地域団体が発行する以下の広報紙等を見聞きしたことがありますか。
N=948

良く見る ときどき読んでいる 読んだことはないが知っている まったく知らない 無回答
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②広報紙等で改良すべき点 
  見やすく、読みやすく、身近で関心のある問題を取り上げてほしいなどの意見が出されて

いる。 
 
問 16 意見 

 

HP 等はネットに繋がないと見れない。繋がなくても見られるようにしてほしい。これから来ると言わ

れている地震についてもっと載せて欲しい。広報で見られるように 

各々の団体での満足感で終わっている様だから、報告とともにこれからのことも記事にすればとも

思う 

回覧板で商品の紹介があったがいかがなものかと 

簡潔で読みやすい工夫をする。要点のみをしっかりと、イラストの工夫。 

車からの広報では聞き辛い 

現状でよいが、文章はやさしくわかりやすい文言で掲載してほしい 

広報せと以外必要ない。全く経費の無駄遣い。特になかよし等は園児の父兄のみで充分。 

子供に関する新聞は目を通すのみ 

参加させる気になる様な案内 

市議会の議事内容を多く載せてほしい 

事実を伝えるだけの内容にしない 

情報が多すぎて読む者が混乱する。もう少しまとめられないか 

町内会のことですが、町内行事、仏事などの知らせがない。 

場所をいわれてもピンとこない。まだ来たばかりの人にはつらい。住所等があれば良いですね。 

部数が多くてうんざり。細かい数字など見たくもない 

文化面を充実させてほしい 

文章は少なく、絵や写真、グラフなどを活用し目で見る広報とすべき 

ポストに瀬戸広報と社協のチラシは入るがその他は知らなく分からない 

読みたくなるような表紙。町内戸数が多すぎて回覧板が早く回らず情報が遅れる地域がある。半数

にするなど工夫されては？ 

連区関係のものは無駄にお金を使っている感じがするので廃止すべき 

連絡事項にならないように、終わった後の感想、報告も掲載してほしい 
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問 17 広報の周知不足を感じるとき 

 

回覧があっという間に回る。連区等の行事等について、文書が回っているのに知らない。 

回覧をきちっと見て読む 

関係のない人が多い気がする 

関心を読み取る能力が求められる 

共感できる内容にするための努力をしてない 

行事が済んでから回覧板が来ることがある。 

行事の日程を知らなかった時 

車からの広報では聞き辛い 

現在の状況を把握する時、何かと調査や確認をする時など 

参加者人数が不足した時 

全戸配布分を受け取らない人が多い 

大事なことを見落とした時 

問 16 のチラシ以外ポストになく分からない 

特に感じない 

特になし 

配布物多いため、全部目を通さない。 

読むけどすぐ忘れる 

連絡がもらえないとき 
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問 18 広報を周知する上でのよい方法 

 

“速報”等、要点を大きく表出し、文章をダラダラ書かない。 

各町内集会場にファイル管理を行い、即見られ解読できるように 

近所同士で会話する 

組長さんが各家庭を回るときに、一言声をかけ、読むように勧める。 

広報せと、学校関係のもの以外必要なし 

広報せとのみで充分。回覧、全戸配布物が多すぎる。 

災害・年末夜警でも車で走っての広報は聞き辛いから、止まって 

事務的なものとその気にさせる表現 

住民の意識の問題が大きい。各町内会、組長会等で周知について話し合う。 

重要な広報の内容は全戸配布か組回覧を徹底すると良いのでは 

少しでも前より良くなったと感じられる努力を重ねてほしい 

住む地域を知ろう楽しもうという自覚が無いと。読まないと損する様な楽しいおまけをつける 

特になし（字も大きさ的に問題ないし、読みやすいと思う） 

何らかの形でかかわりを持てると良いのかなと思うが難しい 

プレゼント企画など 

役員外も会合にたまには出席して話を聞くのも良いかと 

役目が違う組織が勝手に見える様な、読者の関心を無視する活動報告ではないか 

読み手の問題 

読めばクイズの答えがわかる、賞品でつる 

若い人が今後はインターネットを普通に利用する機会がますます増えると思います。IT 化の検

討が必要と思います 
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８．地域と行政の役割分担 
 
  地域と行政の役割分担について、地域団体の役割が主とする項目では「隣近所の関係の融

和」「ゴミ出しのルールを守る」「駐車マナーの向上」「公園・街路の清掃・美化」があげられ

ている。 
  一方、行政の役割が主とする項目では、「災害への備え」「子育て環境」「高齢者福祉の向上」

があげられている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13.2%

8.5%

5.0%

2.8%

6.5%

7.1%

45.8%

23.2%

12.4%

34.3%

52.6%

4.7%

2.4%

30.6%

25.5%

16.5%

13.0%

24.1%

27.1%

20.0%

30.3%

33.9%

21.8%

14.7%

14.2%

16.1%

25.0%

32.3%

36.5%

36.4%

31.0%

28.0%

8.5%

16.4%

19.2%

14.0%

4.2%

27.3%

28.2%

6.2%

9.0%

20.1%

22.0%

9.6%

7.3%

4.6%

4.5%

3.8%

30.5%

26.6%

25.0%

24.7%

21.9%

25.7%

28.8%

30.6%

23.8%

25.5%

30.0%

26.1%

27.3%

23.2%

26.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

犯罪の防止

災害への備え

高齢者福祉の向上

障害者福祉の向上

子育て環境

青少年の健全育成

ゴミ出しルールを守る

公園・街路の清掃・美化

スポーツ・文化活動の活発化

駐車マナーの向上

隣近所の関係の融和

公共交通の確保

市及び地域の産業の発展

Q19 地域の持つ力を発揮するために、地域団体(住民)、行政はそれぞれどのような

役割を果たすべきと考えますか。 N=948

地域団体や住民が主体 地域団体や住民が主体で行政が協力

行政が主体で地域団体や住民が協力 行政が主体

無回答
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９．子育て 
 
①子どもの就学状況 
  地域内の子どもの就学状況では、園児と未就園児が 28.8%、小学生があわせて 33.6%、中

学生が 21.8%で、比較的低年齢の子供が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②子育ての不安 
  子育ての不安では、「通園・通学時の危険」が 46.1%で最も多く、次いで「公共施設が物

足りない」27.9%、「いじめ・虐待」25.0%、「経済面」20.0%が主なものとなり、通園・通

学時の不安を指摘する声が大きい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17.5%

25.0%

12.9%

6.4%

17.9%

9.3%

46.1%

2.9%

1.4%

8.9%

8.2%

20.0%

27.9%

3.2%

5.7%

2.9%

25.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

子育て方法（しつけ等）

いじめ・虐待

親同士の人間関係

親子関係

子どもの健康

子どもの犯罪

通園・通学時の危険

家族との人間関係

家族関係の崩壊

子どもの生活態度

子どもを預ける場所がない

経済面

公共施設が物足りない

相談する人・場所がない

不安は感じていない

その他

無回答

Q20(2) 子育てについて不安を感じていることは何ですか。 N=280

12.9%

15.7%

15.4%

18.2%

21.8%

26.1%

0.7%

28.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

未就園児

園児

小学校低学年

小学校高学年

中学生

高校生・専門学校生

その他

無回答

Q20(1) お子さまは以下のどれに該当しますか。 N=280
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③子どもや子育て家庭と地域社会 
  子どもや子育て家庭を地域社会で支えていると感じる点では、「通園・通学・遊びを近所で

見守り安全・安心である」38.2%、「子どもや子育て家庭への自然な声掛けがある」33.6%で

多く、通園・通学時に対する意見が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33.6%

4.3%

38.2%

17.1%

4.3%

15.4%

16.8%

17.1%

2.5%

24.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

子どもや子育て家庭への自然な声掛けがある

病院や美容院などへ行くとき、近所同士で子供を預かりあう関係がある

子どもの通園・通学・遊びを近所で見守り安全・安心である

子どもが社会の一員として年下の子供の面倒を見る

身近な子育てサークルなどがきめ細かな相談に答える

子どもたちが高齢者と触れ合える機会がある

子どもたちが参加できる地域行事がたくさんある

指導者・先輩・近所のおとながルール・マナーを正しく教える

その他

無回答

Q20(3) 子どもや子育て家庭を地域社会で支えていると感じられるのはどのようなことですか。
N=280
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10．居住意向 

 
①東明地域での居住意向 
  20 代から 40 代の家族がいる世帯における東明地域での今後の居住意向については、「は

い」が 66.4%と多く半数以上であった。一方で「いいえ」は 33.6%となった。 
 
 
 
 
 
 
 
 東明地域に暮らし続けたくない理由としては、交通をはじめとした不便さやその他の都合に

よるものが多い。 
 
1 人暮らしで、いずれ独立している子供の世話になると思う。 

お店等もなくて不便だから 

学校が遠い。病院が無い。交通機関が無い。スーパーなどが無い。子供が少ない。若い世代に頼

り過ぎ 

元気で健康に不安が無ければよいが、そうでない場合交通が不便で日常生活に不安がある。高齢

者も多いため 

公共交通が少ない。道路環境が悪い 

交通、教育など生活していくのに不便な点が多いから 

交通・店・医療など不便 

交通が不便。バスが１時間に１本以上あることと、夜１０時までは運行すること。近くに食料品の店

がない。 

静かなのんびりとした所だと思ってましたが、逆に赤津（村）の住人になれなかった気がします。人

の悪口、ある事ない事、うっとうしくなります。 

市に地域社会を発展させる施策が無い。バス路線も結果的に存続させているだけで戦略的な意思

を全く感じない。絶望している 

視野が狭くなる。自分の力が発揮できる場所とは思えない。何より不便 

通勤に不便。商業施設が近くにない。 

とても不便 

不便 

不便。どこに行くにも時間がかかる 

マイホームを建てるため 

もし一人暮らしになった時に、通院、買物に便利なところがよい。（車なしで生活できるところ） 

老後は病院や買物が近くにあれば安心です 

若い人の意見が通らないので。小学校の事など 

66.4%

33.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

はい

いいえ

無回答

Q21(1) 今後も東明連区で暮らし続けたいですか。 N=411
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②瀬戸市内での居住意向 
  20 代から 40 代の家族がいる世帯における東明地域を除く瀬戸市内での今後の居住意向に

ついては、「はい」が 68.8%、「いいえ」は 25.4%となった。 
 
 
 
 
 
 
 

68.8%

25.4%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

はい

いいえ

無回答

Q21(3) 東明連区以外の瀬戸市内ならば暮らしても良いですか。 N=138
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11．高齢者 

 
①退職後やってみたいこと 
  現在働いている 50 歳代の方の退職後の活動については、「趣味・娯楽活動」63.8%と最も

多い。次いで「家庭菜園・ガーデニング」40.7%、「スポーツ・健康・レクリエーション活動」

37.3%、「現在の仕事を継続」29.0%の順となる。全体としては自分自身が興味のある活動、

自らの積極的な行動が上位にきており、社会的な活動などは低くなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②不安に感じること 
  不安に感じることでは「自分の健康」73.3%%と最も多く、次いで「年金・介護・医療な

どの社会保障」61.8%、「家族の健康」59.6%となっており、特に健康面に対する不安が強い。 
 
 
 
 
 
 

63.8%

37.3%

19.5%

4.2%

3.9%

3.9%

3.3%

14.2%

40.7%

13.6%

29.0%

8.9%

0.8%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

趣味・娯楽活動

スポーツ・健康・レクリエーション活動

生涯学習活動（文化・教養など）

地域行事・自治会活動

環境活動(リサイクル・環境保全活動など)

高齢者・障害者の援助・介助活動

子育て・教育支援活動

ボランティア活動

家庭菜園・ガーデニング

再就職

現在の仕事を継続

特にない

その他

無回答

Q22(1) 退職後やってみたいことは何ですか。 N=359

73.3%
59.6%

25.9%
61.8%

28.8%
14.7%

8.4%
6.3%

40.0%
4.2%

1.0%
6.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分の健康

家族の健康

日常生活の不自由

年金・介護・医療などの社会保障

防災・防犯

配偶者との決別

家族との人間関係

地域からの疎外感・孤独感

経済面（物価高・医療費等）

不安は感じていない

その他

無回答

Q23(1) 不安に感じることは何ですか。 N=617
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③日中の過ごし方 
  日中の過ごし方については、「買い物や病院等に出かける」が 44.2%と最も多く、次いで

「家族と過ごす」が 40.4%、「趣味で過ごす」が 30.6%となっている。そのほか、「仕事をし

ている」29.2%、「一人で過ごす」28.0%となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④今後取り組んでみたいこと 
  60 歳以上の方が今後取り組んでみたいことでは、「趣味・娯楽活動」38.1%が多く、次い

で「家庭菜園・ガーデニング」32.1%、「スポーツ・健康・レクリエーション活動」23.5%が

主なものとなっている。ここでも自分自身が興味のある活動が上位にきており、社会的な活

動などは低くなっている。 
 
 
 
 

28.0%

40.4%

30.6%

44.2%

9.1%

8.1%

29.2%

14.6%

4.5%

3.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

一人で過ごす

家族と過ごす

趣味で過ごす

買い物や病院等に出かける

地域の活動に参加する

ボランティアや自己啓発活動に参加

仕事をしている

あまり外出しない

その他

無回答

Q23(2) 日中はどのように過ごしていますか。 N=617

38.1%

23.5%

9.2%

4.5%

2.1%

3.7%

1.8%

7.0%

32.1%

2.3%

22.2%

0.2%

16.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

趣味・娯楽活動

スポーツ・健康・レクリエーション活動

生涯学習活動（文化・教養など）

地域行事・自治会活動

環境活動(リサイクル・環境保全活動など)

高齢者・障害者の援助・介助活動

子育て・教育支援活動

ボランティア活動

家庭菜園・ガーデニング

再就職

特にない

その他の活動

無回答

Q23(3) 今後取り組んでみたいことは何ですか。 N=617
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12．自由意見 

  自由意見については、以下のようになっている。 
 

自由意見 

 

１戸も店がなくて困ります 

赤津から岩屋堂方面に抜ける道にコミュニティバスがあると便利。コンビニなとがほしい。歩道があ

ると安全。 

赤津地区全体に安全な歩道を新設されることを切望いたします。日常的な生活物資の販売所を公

民館などに設置してほしい。赤津にはお店がありません、なせでしょう。 

赤津の窯めぐり等イベントがある時は小学校の駐車場、運動場などをもっと開放して、もっと人を呼

び込めるように努力するといいと思う 

空地の管理(除草が出来ていない)。野生動物による被害 

安心して歩ける歩道に設置をお願いします 

安全に歩ける歩道がほしい 

医療機関や生活必需品購入する徒歩で行ける所が無いため、高齢になった時のことを考えると不

安になります 

飲食店がない（うどん屋さんの１軒ぐらいあってもいいと思う）コンビニがない（車に乗れない人はど

うしているのかな？）道路が狭くて、夜は暗い、もちろん歩道もない。バスの本数が少ないので予定

の時間に合わせると、車（タクシー）を利用しなければならない。私事ですが、ピザ等多くのものが配

達エリア外。残念！ 

インフラ整備が遅れている。各団体との連携がうまくいってない 

大型のスーパーが出来れば、徒歩圏内で（３km 以内）あれば良いと思います。 

買物や病院、歩いていける所がない。バスも近くで乗れる所もない 

買物をするのに不便である 

各種団体長の選任がスムーズ行くとこを願う 

過疎化が進み人口が減る中で少子化の時代を迎え、益々東明連区の住民は減る方向と言えま

す。瀬戸東部の祖母懐、古瀬戸、東明の連区は企業団体や住宅団地を造成し人を増やす環境に

すべきである。このままの状態で年月がたてば連区の総会は廃会の方向に進み東明の半分は古

瀬戸連区へ、その半分は祖母懐連区となるでしょう。現在、保育園が古瀬戸に移動しているし又小

中一貫教育の計画もされていることから分かります 

過疎化を防ぐ意味。防災活動の拠点としての東明小学校存続。公共交通機関の確保(バス、リニモ

の塩草辺りまでの延長）。産廃のこれ以上の拡大阻止。コンビニ・スーパー等の誘致。東海環状瀬

戸赤津インター周辺に道の駅の誘致。治安の維持。 

環状線へ入る橋に落書きがあり県へ頼んで消す。道路の草刈り、道の凹凸修理、県依頼 

企業誘致で工業団地を造成し、人口、世帯数の定着増加を図り、経済の増大活性化で法人税、固

定資産税、源泉所得税、市民税等の増収を図り、応分の利益の配分を図る。凧山など遊休地に集

客施設（例：文化、健康、娯楽等）の誘致で多方面からの集客による通貨の流入と地元住民の雇用

で経済の活性化地域の繁栄を図る。これらを実施し実現できる強力な指導者が必要である。 
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行政は便利・人口が多い所にはお金をかけますが、東明連区にはやっかいな建物しか持ってこな

い様に思います。乗る人が少ないからとバスの便を減らせば益々利用しづらくなり、自然豊かに見

えて川は汚く川遊びも出来ません。山でも遊ぶ所はありません。南公園のように広い場所で走った

り目の前に山があっても山の中を散歩もできません。ひとつ空気は美味しいですが何もない所です

気をつかわずに歩く道がほしいです 

区画整理の失敗等をどう思っているのか。県道南の建蔽率の 30％はいつまで続くのか。この問題

で赤津の発展がない。家が建たない増加しない、レストラン等が出来ない、この問題だけで赤津の

発展が 20～30 年遅れていると思われる。早急に考えるべきと思います。 

組長はともかく町内会長はそれなりの人物の方にやってもらいたい。持ち回りは絶対に良くない。理

由は地域にとって前進がストップしてしまう。まわってきたら拒否するつもりですがいけませんか。 

来る名が無いと生活できない現状に将来運転できなくなった時のことを考えると不安。この陸の孤

島がこれから発展していく気がしません 

車が運転出来なくなったら不便です 

車でないと買い物に行けないのは本当に不便です。私達まだ若い者は車で行けば済みますが高齢

者はとても不自由でないのかなと思います。歩道もない道路を歩行者が遠慮がちに、大きな車がど

けとばかりに走る道路。いつ事故が起きても不思議じゃないです。狭いので仕方ないですが何とか

ならないかと思います。住みにくいという訳ではありませんが不便すぎです。子供たちがお菓子一

つ買うお店も近くに無いのは残念です 

車の運転が出来なくなったら買物や病院などに出かけるのに大変になる 

現在 51 歳の主婦ですがこの先車に乗れなくなった時の事を考えると公共交通機関で不安がありま

す。スーパーなどの充実にも不安を感じます 

県道が狭く自分がやむなく歩く時や高齢者が歩いてるのを見るたび、とても危険を感じます。 

公共交通が止まる事。今は車に乗れますが突然乗れなくなった時に一番困ります 

公共交通がないので買物や病院へ行けない。近くに食料品店や医院がなく不便。老人が多く、子

供が少ないので未来が心配。発展させる為には山林を開拓して、戸建住宅を斡旋し、新しい住民を

増やし、保育園（赤津）も子供が入れるように直すべき。地元の窯元も、もっとＰＲして観光客が増え

る努力をすべき。特に交通機関を見直すべきだ。 

公共交通が無く、歩くのも歩道が無いので危なく不安である。だんだん年連を重ねるごとに交通手

段がほとんどない生活は恐ろしくて不安である。 

公共交通機関(バス)の運行が確保されるかが心配。子供がいないと若い世代との交流がしにくい

のが残念。老後の医療や日常の買い物などが不安。市役所や図書館などの公共機関の利用の便

が悪いのが、何かしらの方法で解消できると良いと思います。 

公共交通機関の不足で、将来自分で車の運転が出来なくなった時が不安。日常品・食品等の販売

店が近所にない。医療施設がない。これらに起因する不安。以前に比べ不便なってきている事への

不安。 

公共交通の確保と充実すれば、外出もでき、買物もできる。 

公共交通の継続と運行回数の増加を要望する。せめて瀬戸市内への通院・買物が容易に出来る

ように 
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公共交通の配備が悪化して来ているので何としても確保すべき。地域防災活動の充実。防犯につ

いても町内防犯会の立上げが必要。地域産業の活性化(赤津焼きの復活)とにかく多くの人が来てく

れる環境づくり。後継者の育成、婦人会・自治会への積極参加をどう集めるか 

公共の交通が不便です 

公共の交通機関・少子化 

交通機関が不便。1 時間に最低 1 便の公共交通がほしい。用事が済み帰るバスがなく 1 時間余り

買い物がなくても待つ時間の大変さ、老いて足腰弱く早く帰り家でゆっくりしたくなります 

交通手段：各家庭に各人 1 台の車があり、日常多くは車で又学校の送迎も車であれば当然バスに

乗る人が少ない。だからバスの運行が少ない。免許のない者にとってバスは必要です。買物、医者

など高齢の老老家族ですが近隣の方と親しくしたいと思うこの頃です。 赤津は住みよい所です。

陸の孤島に感じます。瀬戸市の中で一番不便な所と感じます。 

交通の不足。買物をする場所が遠い。 

交通の便が悪い。車が運転できなくなった時不安がある 

高齢化社会になりつつあるから、連区の建ぺい率の見直しをして若い人が住みやすい連区にすれ

ば、すべての点でうまくいくのではないか？ 

高齢化の対応に病院等の医療機関、スーパーの誘致が必要ではないか 

子供が少なくなってきている。地元の地主の協力がなくて赤津 IC 付近の開発がないため発展して

ほしい。人材が増えるために強力に進めて欲しい 

子供達と離れて暮しているから、１日でも長く自分の事ができるように願うばかりです。 

子供達の学校について、小学校は合併するといいながらもしないけれど、今後どうなるか？中学校

は歩くとしても歩道などがない。バスも通っていない時間もある。そんな不安の中、新しい家族も増

えないし、老人しか残らない町になってしまう。もっと生活しやすい町であって欲しい。 

子供の数がとても少ない。・車がないとどこへも行けない。・歩道がなく危ない。（ダンプ、トラックが

多い）・町内の組の人数のバラつきがひどすぎる。→高齢者が多く、若い世代がいない。 

この地域は自分が自分がと頑張って次世代を育てていく事が苦手なように感じます。無人の家が

増え荒廃していくのはどうしたものか 

この様なアンケートに答えても本当に生活が向上するとは思えません。アンケートを回収して、やり

ました、で終わってしまってはこのアンケートを書いた時間が無駄になると思います 

壊れかけの家の屋根や道路の側のアスファルトが割れているのが危険です 

今後、交通機関の確保をぜひお願いしたい 

今後、名鉄バスが走らなくなると非常に困る。いつまでも自分で運転できないから病院、買い物で

利用できることが必要と思う 

コンビニなど買物に便利になってほしいです 

災害時の高齢者の保護、連絡手段を具体的にどのように行っていくべきか。 

産業としての基点として産業会館の充実。観光の目玉作りを広い場所も有るのだから、せともの作

りを、客を呼ぶ事が出来る様な観光と場所をつくる。赤津焼き会館を拡大する。品野陶磁器センタ

ーのようなものを赤津にもつくることを提案する 

産業廃棄物処理場は反対です。水の源の町です 
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塩草町が東明連区、祖母懐連区に分かれている不自然を解消し、子育て老後を安心して住める町

へ。デイサービスや児童館、学童保育、保育所などを充実させてほしい。｢緑豊かな山里」は切り刻

まれ不自由なだけの魅力のない町になりました 

市がもっと役所仕事でなくボランティア精神を持ってやっていればこんなアンケートなんかとらなくて

も住民は安心できる。不安のないように暮らせるのが市の仕事。給料以外の仕事をしてみろ。 

資源ごみを捨てる場所が遠く車で行かねばならなくて、車が乗れない時不自由です。近くに不燃物

を捨てる所があるのに資源ごみは駄目で？ 

仕事をしている間はあまり考えていなかったが毎日家に居るようになると時間をもてあまし 1 日が長

い。何か連区の活動等に参加して毎日楽しく張りのある日を送りたいと思う 

自治会の入会を自由にしてほしい。定年後に役員を押しつけてきそうなので 

市内他の連区にない活性のある地域だと感じる多くの行事等の企画、参加を通して住民同士のつ

ながりにも深い物があると感じている 

地場産業の衰退が気になる。町に活気が無くなっている。連区としてもっとまとまって行きたい 

週 3 で買い物や病院等に出かけてますがバスの時間が昼頃 1 本あれば便利だとつくづく思ってい

ます 

小学校で成人式をすべき！中学で行うのはおかしい！ 

小学校など自由に選べるということで毎年何人かの 1 年生が他校へ行かれるようです。だんだんと

東明小の子供達は少なくなります。この点について検討すべきではないでしょうか 

小学校の東明、祖母懐、古瀬戸の合併をしなかったことが残念です。以前、小中一環の学校を現

在の祖東中に作る話がありました。私は賛成でした。区画整理をやっていないことも、将来的に不

利になると思います。 

少子化で小学校統合。住民減少で商店(コンビニ)がないし、公共交通(バス)廃止化。 

少子高齢化による過疎化対策、地場産業の活性化、企業誘致等による住民確保（ベッドタウンとし

ても）が必要と思うが、公共交通機関の不便性が問題。ニワトリが先か卵が先かの問題とも思うが

…。空き家になってしまっている窯焼工場などの土地の有効利用と考えるが…。人がいない。 

小中学生くらいの子供を持つ親は今の時代色々な面で負担が大きいです。その上、町内の役員が

回ってくると本当に大変です。少し時間に余裕が出てくる世代でやって頂けるととても助かるのです

が順番だからと言われれば仕方ないのですが。 

人口は減少しているにも関わらず以前と同じように地域活動の役(町内会・子供会)が決められる。

そのため、いくつもの役を重複したり毎年何かやらざるを得なくなってしまい家族が皆勤務している

と負担が大きい。そうなると参加できず時間に余裕のある高齢の方々で色々な議事を決め進めて

いくので結果が出た時には大きな疑問が残る。これからは世の中の流れにも順応しメールなどの

会議、意見収集で全ての世帯の意見を踏まえて集会所などの大きな予算は決めてほしい。会議に

｢参加してないから」の一言で片づけられるのは不満です。 

身障者（車椅子使用）の防災について、不安に思っています。 

スーパーや病院が遠いから近くに設置出来ると良いと思います。難題だと思いますが？ 

瀬戸市は税金が高い。他の市と比較してほしい。瀬戸市の公務員の給与は高すぎる。 

瀬戸市をどんな街にしたいのか行政の意思を具体的に表明してほしい。市税の無駄遣いが目に余

る 
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狭い道路をトラックが我が物顔で走って行くのは本当に危険。風圧で事故に巻き込まれて亡くなっ

た人がいるのに何の改善もされないまま。赤津焼き祭りもトラックが通る直ぐ傍を人々が歩いてい

る。こんな危険なことをそのままにしておく瀬戸市がおかしい 

狭い道なのに車のスピードが出過ぎである。これでは歩行者がとても危険。運転手のマナーが悪

い。野良猫が多すぎる。餌を与える人が多くフンを敷地内にしていくし老人達のペット化になってい

る。若者が住みやすい連区にするには危機感を持って地域住民が考えないとどんどん過疎化につ

ながる。このアンケートを作成した方々にご苦労様とお伝えします。今後のご活動に期待します。 

早急に通学路が安全な道になるよう整備されること。歩道にはガードレール・歩道橋など整備して

ほしい。水路の上や脇では災害時などに安心できない。児童広場が近所になく子供達は道路で遊

んでいます 

地域団体の役職の受け手がないこと。 

近くにコンビニがあれば良いと思います 

中学校への通学路の整備ときちんとしてほしい。徒歩で行くのに歩道が無い。非常に危険です。公

共交通機関が廃止されるのではいかと不安。この先ずっとここで暮らしていくのに唯一の足が無く

なってしまう事のないよう存続してほしい。 

町内会費の額も市内・県内からみて適正なのか。連区の活動費用に充当される割合も適正なの

か。また連区の活動費用もある程度は受益者が負担するべきではないか。日常生活に必要な施

設・病院・スーパー・歩道などが整わなければ人口の増加は難しい。市内の中心地への交通手段も

必要。児童公園も。赤津インター付近にトイレ等の施設がないため東海環状のドライバーのマナー

が悪い。 

町内には車の運転が出来ない人がたくさんいますバスの数が増えることを願いたい 

出会った時、皆さん必ず声をかけてくださいます。自然も豊かでとても良い環境です。しかしながら

小中校が遠かったり公共交通機関が無いなど不便に感じることもあります。それから急な病気など

病院の少なさに不安を覚えます。新しい世代が東明連区に住みたいなと思えるように不安な原因を

無くしていく事が必要かと思います 

店舗、コンビニもなし、バス時刻表も余白だらけ。将来は不安だらけ。身近な所から一つずつ改善で

きないだろうか。問 21(1)、自宅（持家）、仕事の都合等で「①はい」を選んだが、将来への不安は多

大！ 

東明地区は色々な事に封鎖的に感じます。これからは高齢化社会になります。もっと若い人達の意

見を取り入れて、どんどん発展させてください。 

東明連区がもっと発展するため、人の集まる東明になるようにしていくため、産廃ばかり持ってこな

いようにして、大型レジャー施設か大型商業施設を導入してほしい。そうすれば人も集まると思いま

す。 

東明連区に限らず、老若男女が安心して外へ出られるよう歩道の整備がいつになっても行政がや

らない(以前から何度も陳情している)。これは当たり前の事だ。事故が発生してから少し動くような

態度はもうこりごりだ。古瀬戸から赤津口までの県道の整備は時々補修工事をしているがこれは車

の為の工事でないのか。高い税金を払って毎日危険な目に逢っている。特にダンプはう回路を回

る、人優先に努めよ。バカらしくて税金など払えない。近い将来、移住を考えている。 

東明連区にスーパーができること 
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東明連区の役員の皆様方の日頃の御苦労感謝致します。東明連区の発展を願っています。 

東明連区に 30 年以上住んでいますが子育てにも良かったしとても住みやすい所だと思っていま

す。ただ高齢者が多くなり私達も高齢になりこれからの事が心配。今は車で買い物に行けますが、

運転できなくなる事を思うと食べることが心配。弁当などの配達があれば便利だと思う 

東明連区の現状より東拝戸町の現状の方が厳しいです。子供たちに対する愛情を他の大人から感

じられません。時代が変わっている事にお年寄りはもっと目を向けるべきです。若い人頼みばかり

で若い人が居なくなってもおかしくないです。文句しか出ません。地域活動が多すぎて何でも学校と

連携するのはやめてください。父母は迷惑です。子育てで疲れているのに連区の行事に参加する

余裕はないです。 

東明連区の町づくりの中枢である連合自治会の役員、各町内会や各種団体の役員などの人材難

が年々深刻になっている。東明連区の高齢化の進展や、家業の後継者がいなくなる状況の中で、

現状のままでは東明連区の衰退が心配である。自治会、町内会が中心となって若い世代の連帯意

識の高揚、活動（町づくり）の組織化について見当すべきである。 

東明連区も高齢化が進み、不安を感じる今日です。赤津地区窯めぐりなど実行されている時感じる

事は、利用者の方の歩道がない為、安全面が気になります。深川地区、洞地区の窯垣の小径など

あり、発展しております。東明連区にも議員の方が在籍されています。今後の連句のためにも活躍

を希望します。 

道路が狭いため、トラックの通行のため歩行者が溝の上を歩く事の危険。 

道路が狭いのにダンプなど大型車がよく通り怖い。土地が確保できないと仕方ないと思いますが、

歩道が出来ると助かります。 

道路が狭く、歩道幅がほとんどなく危険。（ダンプカーが多く走行）ほとんどの大型ダンプカーやトラ

ックはセンターラインをはみ出して走行し、すれちがいが危険。当然歩行者も危険。大型車が通る

バイパスが必要。早期に赤津インターの前、新しい道を品野まで開通してほしい。 

道路が狭く、歩道もなく、大変危険を感じてます。高齢者ゆえ、役員の方々には大変お世話になり

ます。ありがとうございます。 

道路が狭すぎて子供 1 人で友達の家に行かせるのはすごく心配になります。子供が少ないので行

事などがあまり活気がない 

道路が悪い 

道路にダンプ等大きい車がよく通るので子供がいると心配です。子供が遊べる所、小学校に入って

から預けられる所が近くにできると嬉しい 

道路のひび割れを早く治してほしい。バスの本数が少ない 

特にないですが、各町内ゴミ置き場にカラスが出て荒らすので困る。連区全体で同じカゴ、ケースな

ど支給してほしいです。 

年老いて車に乗れなくなった時、日常生活に不便があるのではないか心配である。体が不自由に

なってバス停に出ることができるかどうか？ 

年老いて車に乗れなくなった時の行動が不安 

隣近所の木の葉が落ちて困る。近所だから言いにくい 

隣の方の嫌がらせ等、土地の問題など、嫌な思いをする事が多々あります。 
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とにかく不便極まりない土地。道は狭いし、インフラ整備も整ってない。同じ税金を払っていても不公

平感を感じる。高齢化したら生きてくのが大変、年老いたら都会の方が住みやすく色々とサービス

を受けやすそうに思う。未来がなく老人のみの村になっていく気がする。 

中畑町のタバコのポイ捨ての常習者。火が付いていようがお構いなし。犬の糞もとらない。ぼやが

出てからでは遅い。早急に注意をするように。もしくは市の条例でポイ捨てに罰金を設けるように。 

西窯町 5 組の道路が傷んでいるので歩行が困難で非常に困っています。道路を直していただきた

い。 

日常必要な生活用品、薬局、酒店等のお店もなく不便。 

日本中に起きている問題・課題が多く、単に瀬戸市東明連区では何ともできない課題ばかりで、社

会の単一化が一層進んでいると感じました。 

猫が多いためフンの始末が困る 

猫のうろつきやフン害 

寝たりきりにならないように、まだ１人で生活していきたい 

野良猫に餌を与える人がいるので家の庭にフンをしていくので、周りをネットで囲ったが効果が無

い。近所の人皆が困っている 

バス。古瀬戸経由をもっと多くしてほしい。帰りに 12 時に 1 本あるといい 

バスが無くならない様にして下さい 

バスが無くならない様に願ってます 

バスがほしい 

バス停まで行く道路が自動車道しかなく、ミゾを歩いて危ない思いをしてバス停に行きます。自動車

がスピードを出して、カーブで車道がせまいので、車からしかられる方もおられます。日々外出する

のに困っています。安心して歩ける歩道がほしいです。 

バスの運行が少ない 

バスの回数が少ないので、もっと多くしてください。 

バスの時間がはなれていて、乗り遅れたらタクシーしかありません。お昼のバスがあればと思いま

す。私は７８歳です。病院行きと買物ですが、出掛けるとき困ります。困る事はそれだけです。 

バスの本数が少ない。メイン道路に歩道がほしい 

バスの本数が少ないので買物、病院等へ出掛けるのに不便を感じます。静かな余生を過ごしたい

と思ってますけど、関所があってうるさい。他所の家の電気が何時まで点いてた、カーテンが何時に

開いた、こんな事はいらん世話ですよね。一時的にウツ病になってしまいましたよ。 

バスの本数が全くない。通勤・通学の時間帯だけでも本数を増やしてほしい 

バスの本数を増やしてほしい 

バスの利用者が少ないので将来どうなるか心配です。医者なしコンビニなしでどうなるでしょうか 

バスを朝もっと増やしてほしい。古瀬戸まわりをお願いします。大松までは老人は道が狭くて危なく

て怖いです。 

日ごろは車を利用してますが、高齢になった時スーパー、病院がないのがとても不安です 
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日頃は地域のためにいろんな活動をして下さり、ありがとうございます。思うことですが、少し行事

活動が多過ぎると思う。高齢者等ついて行けなく感じます。永く続くには無理があっては続かない。

名鉄バスですが、バス停までが歩いて行けない人も多くいらっしゃいます。多く市が補助を出してい

ると言われているが、その一部をタクシー（割引）券等を出して行ったら、高齢者も戸外に出る勇気

も出るのでは？と思います。帰りに買物をすると重くて持てなく、タクシーを利用している人も多くい

らっしゃるようです。大変難しいと思いますが、歩いて（車を引いて）買物も出来る所に、生活用品を

置くお店が欲しいと思います。まず家から戸外に出やすくすることを考えたいと思っています。 

人の減少、高齢化、生活の不便がやはり 1 番の不安だと思います。特に車に乗る事が出来なくなり

近くに家族もいないような状況になったらどうなるんだろうという漠然とした不安と常に隣り合わせて

います 

一人暮らしの場合もし何かあった時相談する所があるといいと思います。 

病院が無い事。買物に近い将来困る。 

病院や買い物する所が無い。道が狭い。 

冬に荒地の草を早めに刈ってもらいたいです。火災が心配です。 

文化センターでの行事を増やしてほしい 

防犯上、玄関などに張る用紙を下さい 

防犯対策として連区内に防犯カメラ(数箇所)の設置を検討する。設置出来たら内外へ防犯対策をし

ている地域であることをアピールする 

歩行に安全な道路づくりで、可能ならば歩道の設備をお願いします。散歩などが快適なように、歩

道には街路樹を植えていただきたい 

歩道がなく車の通りが多いため心配しながら歩いている。大松から公民館まで道路が歩き辛い。赤

津保育園の活用。子供の遊び場がない。赤津には文化施設がない。 

歩道が無く散歩や運動したくても出来ない。夜道が暗い。コンビニなどがなく何かあっても助けを求

めれない。病院が近くになく不妊治療がしたくても通えなく専念できない。スーパーなどが無い 

歩道の確保。生活道路を通勤等の裏道・抜け道に使われるため危険。犬のフンがマナー違反 

歩道を作ってほしい。空地の草刈りをきちんとしてほしい 

毎日学校の送迎をしています。時間もまちまちですし、雪が降った場合バスがあればと思うことも

多々あります。よくバスの利用者が少ないと言われますが利用したい時間帯にバスが無いので利

用できません 

名鉄バスが廃止されると困る 

メイン道路の歩道スペースがない為、散歩とか危ないと思う。又、公共交通機関が少ない為、今後

住みにくい町になると思う。過疎化になるのではないのか？ 

やはり公共交通の不備です。今はほとんど車を利用しますが高齢になった時バス停までも出にくい

ので市の補助等でタクシー代の助成などあると便利では。緑が多く自然が豊かで良いのですが若

者の働く所が少ない。正社員として瀬戸に住み続けるのは難しいと思います 
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要望：有料でいいから公民館の印刷機具を使わせてほしい(小グループの 100 枚程度の印刷は時

間をかけてスーパーにでも出かけなければならず支障がある）。 不安：元気だった今までは民生

委員の存在など気にならなかったが高齢になった今では誰がやっているのかも知らない(以前は町

内ごとに配置されていたが今はかけ持ちで名ばかりの役で名前さえ分からないらしく聞かれること

もある）。今は何とか自弁しているが近い将来、金はあっても物が手に入らなくなりそう(そうなったら

市街地のマンションにでも移転するか…） 現状：我が町内の組は 12 軒 42 名。高齢者のみの世帯

4、高齢者と単身者 2、高齢者と家族 5、高齢者なし１。この 1 年に顔を見たことがある人 12 人、義務

教育者 3 人、組長の役が回ってきても出来そうもない世帯 4 以上。 総評：よくぞここまで詳細にアン

ケートをしてもらえたと設問・印刷・製本・配布の苦労に感謝するばかり。 満足度：詳細に尋ねられ

たが満足度は 60% 医者通いが日常生活の高齢者にとっては問 23 以外は煩わしい。70 歳以上と

以下とに区分して、以上の世帯には医療・交通機関・近所付合い・後継問題・買物・福祉等に限定し

可否と意見を述べる方法はチョット無理か？ 

夜、町内が暗い。女の子のいる家庭は不安だと思います 

落書きが多くなっている。子供たちが結婚して新居を探すのにどうしても良い物件が東明連区に無

い。ちょっとしたスーパーがあると便利 

連区に入りたくない。町内会から抜けたいがどうすればいいのか分からない。子育て・仕事など家

族全員が時間が取れないので役等は協力したくてもできないのに強要されるような言い方をされ、

非常に面倒 

連区には高齢者が多いため 1 人暮らし。孤立防止、買物弱者、病院に行く機会が減少。民生委員

が車に乗れない人では役に立ちません。もっと若い人・車に乗れる人をよろしく。東明小学校間の

前道路に駐車禁止の標識を作ってください。 

連区の役員さんたちの目線はどこにあるのですか。高齢で貧しい人間の目線に合わせる事は出来

ないのですか。全て豊かな人のためにある連区ですか 

老後に買物や病院などに行くのに車やバスなどを使わないと行く事が出来ない。今祖東連区の造

成地にスーパーや病院が出来るとうれしい 

若い人の町づくり 

私達は 60 歳過ぎの夫婦ですが、地域の子供達が分からない。そして親たちも分かりません 

私達はいま 2 人で過ごしていますが東拝戸は 50 年位になります。今まで 1 人暮らしで亡くなられて

数日して発見されたりした方が何人かありました。当団地も高齢者が多数、それもだんだん 1 人暮

しになられた方が、隣近所が気をつけて生活して頂きたいと思います。私も実際向かいの家に 1 人

の方が見えるので気をつけて生活しています。 

私を含め近隣は高齢者ばかりで過疎化が急速に進んでいる。20～30 年後に連区が存在している

のかも疑問。地域の将来が非常に心配です。 
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東明連区に関するアンケートへのご協力について（お願い） 

 

この度、東明連区の住民の皆様を対象に『東明連区に関するアンケート』を実施させていただく

ことになりました。東明連区は、瀬戸市が提唱している『地域力向上プラン』の推進地域として、

今後活動してまいります。この調査は、地域における防犯・防災や福祉、子育てなどについて現状

をお聞きし、これからの東明連区を安心で、心豊かな住みよいまちにするための活動計画策定資料

とさせていただきます。地域づくりの担い手は皆様とその「家族」です。ご家族で話し合いながら

ご記入いただければ幸いです。 

回答は無記名で結構です。また、アンケート結果は皆様の個人情報が漏れることのないよう十分

配慮して集計するとともに、今回の目的以外には使用しませんので安心してお答えください。 

なお、調査結果は、集計の上、あらためて皆様にご報告させていただきます。 

ご多忙の折、誠に恐縮ですが、ご回答されましたこのアンケート用紙は、１２月７日(金)までに

所属する町内会の組長にお渡しください。何卒よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

「東明連区に関するアンケート」調査票 

 

 

 

(はじめに) あなた(回答者)とご家族についておたずねします。 

該当するものに○を付けてください。 

お住まいの町内会 

1. 白坂     2. 八王子   3. 東窯元   4. 西窯元  5. 春丘 

6. 赤津    7. 西窯    8. 東明     9. 小空    10. 新明 

11. 太子    12. 塩草台   13. 東拝戸    14. 針原 

記入者の性別 1. 男性     2. 女性 

記入者の年齢 
1. 30 歳未満    2. 30～39 歳    3. 40～49 歳 

4. 50～59 歳    5. 60～69 歳    6. 70 歳以上 

家 族 構 成 
1. 親子   2. 夫婦のみ   3. ひとり暮らし   4. 三世代 

5. その他(                    ) 

ご自宅の種別 1. 戸建て住宅   2. 集合住宅(アパート)  3. その他 

お住まいの年数 
1. 1年未満    2. 1年以上5年未満    3. 5年以上10年未満 

4. 10年以上20年未満    5. 20年以上30年未満    6. 30年以上 

◆ アンケートに関するお問合せ先 ◆ 

東明地域力向上推進委員会 

★ 東明地域力向上推進委員会は東明自治連合会をはじめ、 

地域の各種団体の賛同を得て、去る６月２１日に設立されました。 

TEL 0561-82-8024（東明公民館内 事務局：平日<土日・祭日除く>9:00～12:30） 

 
 防犯や防災、教育など地域社会が抱える問題について、住民自らがその問題・課題を認識し、

地域の様々な団体と相互に連携しながら、地域問題の解決や地域の活性化など、地域としての

価値を創造していく力のことを「地域力」とよびます。 

地域力とは・・・ 
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■共通項目■（家族全員のお考えをまとめてお答えください。） 

(問1) 東明連区の居住環境について、普段どのように感じておられますか。 

考えに最も近い番号に○を付けてください。 

設 問 そう思う

どちらか

と言えば

そう思う

どちらで 

もない 

(分からない) 

どちらかと

言えばそう

思わない 

そう思

わない 

1. 防犯上の不安がない 1 2 3 4 5 

2. 災害の不安がない 1 2 3 4 5 

3. 高齢者・障害のある人が生活しやすい 1 2 3 4 5 

4. 子どもの教育環境が良い 1 2 3 4 5 

5. 子育ての環境が良い 1 2 3 4 5 

6. ゴミ出しなどの衛生マナーが良い 1 2 3 4 5 

7. 公園の清掃等美化活動が盛んである 1 2 3 4 5 

8. 自治会等の地域活動が盛んである 1 2 3 4 5 

9. 駐車のマナーが良い 1 2 3 4 5 

10. 近隣関係がうまくいっている 1 2 3 4 5 

11. 地域の行事（祭り、運動会等）が盛んだ 1 2 3 4 5 

12. 病院や医院が利用しやすい 1 2 3 4 5 

13. 買い物や日常の生活に便利である 1 2 3 4 5 

14. 緑豊かな地域である 1 2 3 4 5 

 

(問2) 東明連区で好ましいと思う番号に3つまで○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(問3) 東明連区で好ましくないと思う番号に3つまで○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 安心して暮らせる             

2. 近所づきあいなどの人間関係が良い 

3. 子育てや高齢者への対応が充実している  

4. 自然や緑などの環境が良い 

5. 買い物通院、通勤、通学に便利 

6. 教育・文化の水準が高い 

7. 遊びや余暇の活動に参加しやすい 

8. その他(具体的に：                        ) 

1. 安心して暮らせない 

2. 近所づきあいがしづらい 

3. 子育てや高齢者への対応が充実していない 

4. 自然や緑などの環境に乏しい 

5. 買い物、通院、通勤、通学に不便 

6. 教育・文化の水準が低い 

7. 遊びや余暇の活動に不便 

  8. 公園など子供の遊び場所が少ない 

9. 後継者世代が少ない 

10. その他(具体的に：                         ) 
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(問4) これからの東明連区がどのようなまちになればいいと思いますか。 

あてはまる番号に５つまで○を付けてください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(問5) ご近所の方とあいさつをしますか。あてはまる番号に１つだけ○を付けてください。 

 

  

 

 

(問6) 2日以上留守にするときにご近所に連絡しますか。 

あてはまる番号に１つだけ○を付けてください。 

 

 

 

 

(問７) 地域内で親しくしている人との関係はどのようなきっかけで始まりましたか。 

あてはまる番号に３つまで○を付けてください。 

   

 

 

 

 

 

(問8) ご近所のつながりを高めるよい方法があれば、ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

1. 近所づきあいが気持ち良く出来るまち 

2. 地域の教育・文化の水準が高いまち 

3. 高齢者や子どもが安心して暮らせるまち 

4. 困ったときに相談できる人や助けてくれる人がいるまち 

5. 地域の活動や行事に多くの人が参加しているまち 

6. 地域の秩序が維持されているまち（路上駐車、ペットなど） 

7. 地場産業に活気のあるまち 

  8. 生活道路が安全なまち 

  9. 医療施設が近くに有るまち 

 10. 生活用品が近くで買えるまち 

 11. 公共の移動手段が確保されているまち 

12. その他 (具体的に：                        ) 

1. 多くの方とする 

2. 顔見知りとする 

3. ほとんどあいさつしない 

1. いつもする 

2. ときどきする 

3. いつもしない 

 

1. 隣近所づきあい            5. 仕事・商売を通じた関係 

2. 地域の各種団体活動を通じた関係    6. 幼ななじみである 

3. 子育て・子どもを通じた関係      7. 地域内に親しくしている人はない 

4. 共通の趣味を通じた関係 

8. その他（具体的に：                         ） 
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(問9) 普段から心配している東明連区の課題や問題は何ですか。  

次の中から５つまで選んで○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(問 10) 地震等の災害に対してご家族でどのような備えをしていますか。 

あてはまる番号をいくつでも選んで○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

(問 11) 犯罪被害、防犯対策について 

(1) 東明連区で犯罪被害を受けたことがありますか。 

あてはまる番号をいくつでも選んで○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 防犯のため日頃から気をつけていることは何ですか。 

あてはまる番号をいくつでも選んで○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 痴漢や空き巣など犯罪          11. 近隣からの騒音・悪臭 

2. 電話やメールを使った詐欺等の犯罪     12. ペットの飼育マナー（糞尿の始末等） 

3. いじめや虐待                         13. 自動車騒音・粉塵 

  4. 地震等の自然災害              14. 道路環境や公園（ごみのポイ捨て等） 

  5. 防火対策の不備                       15. 駐車マナー   

6. 高齢化による介護等の問題             16. 近隣関係 

  7. 子育て環境                           17. 自治会活動の停滞化 

8. 子どもの教育環境                     18. 自治会等の地域活動の担い手不足 

  9. 青少年の非行（喫煙・深夜徘徊等）     19. 外国人との共生 

10. ゴミ出しマナー（指定日を守らない等） 20. 公共交通の不足 

 21. その他（具体的に：                                               ） 

1. 住宅の耐震診断を済ませている     5. 家族で集合場所・避難場所を決めている

2. 水・食料等を確保している       6. 住宅用火災警報器を取付けている 

3. 家具等の転倒防止措置をしている    7. 準備をしていない 

4. 懐中電灯・スリッパ等の非常時持ち出し 8. 地域の一時集合場所を知っている 

品の準備をしている 

9. その他(具体的に：                                                ) 

1. 侵入盗（空き巣・忍び込み等） 

2. 乗り物盗（自動車・自転車・オートバイ等） 

3. 非侵入盗（部品ねらい・車上ねらい・ひったくり・自販機ねらい） 

4. 性犯罪（ちかん等） 

5. 凶悪犯（強盗・恐喝） 

6. 被害を受けたことがない 

7. その他（具体的に：                                      ）

1. 戸締まり・鍵かけの徹底・工夫         5. 地域の防犯活動に参加 

2. 外出時の近隣への声掛け            6. 夜間、門灯をつけている 

3. 防犯灯・防犯ブザーの設置             7. 特にしていない 

4. 夜間の一人歩きをしない 

8. その他（具体的に：                                                 ）
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(問 12) 東明地域の以下の地域組織、団体のメンバーとして活動したことがありますか。 

あてはまる番号に○を付けてください。 

設 問 

メンバー

として活

動に参加

している

メンバー

として活

動に参加

したこと

がある 

参 加 し た

こ と が な

い 

今後活動 

に参加し 

ても良い 

東明連区自治連合会 1 2 3 4 

町内会 1 2 3 4 

赤津の将来を考える会 1 2 3 4 

東明公民館 1 2 3 4 

東明地区社会福祉協議会 1 2 3 4 

東明民生委員児童委員協議会 1 2 3 4 

東明婦人会(保健推進員、婦人防火クラブ) 1 2 3 4 

東明消防分団 1 2 3 4 

東明自主防災リーダー会 1 2 3 4 

東明老人会 1 2 3 4 

東明小学校ＰＴＡ(体育後援会) 1 2 3 4 

東明子ども会連絡協議会 1 2 3 4 

祖東中学校ＰＴＡ 1 2 3 4 

少年センター祖東支部 1 2 3 4 

東明農事組合連合会 1 2 3 4 

大目神社氏子総代 1 2 3 4 

赤津の自然を育てる会 1 2 3 4 

赤津焼工業協同組合 1 2 3 4 

赤津窯元まわし会 1 2 3 4 

フォーラム東明２１ 1 2 3 4 

その他(                          ) 1 2 3 4 

その他(                          ) 1 2 3 4 
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(問 13)次のような活動に参加されたことはありますか。 

あてはまる番号に○を付けてください。 

設 問 

メンバー

として参

加してい

る（いた）

たまに参

加してい

る（いた） 

参加した

ことがな

い 

機会があ

れば参加

したい 

1. パトロールなど地域の安全活動 1 2 3 4 

2. 防災訓練など地域の防災活動 1 2 3 4 

3. 高齢者や障害者の世話等の福祉活動 1 2 3 4 

4. 子育て支援活動（登下校見守り等） 1 2 3 4 

5. 青少年を健やかに育てるための活動（街頭補導等） 1 2 3 4 

6. 公園や道路などの地域のクリーン活動 1 2 3 4 

7. まちに花や緑を増やす活動 1 2 3 4 

8. 文化・スポーツ振興の活動 1 2 3 4 

9. 祭り・運動会等の地域行事 1 2 3 4 

10. 自治連合会・町内会などの地域活動 1 2 3 4 

11. その他(具体に:                  ) 1 2 3 4 

12. 地域外でのボランティア活動 1 2 3 4 

  

(問 14) (問 13)の活動について「参加したことがない」または「機会があれば参加したい」を 

選択された方にお聞きします。どのような条件が整えば活動に参加できそうですか。 

あてはまる番号をいくつでも選んで○を付けてください。 

 

 

 

 

(問15) 行政、地域団体が発行する以下の広報紙等を見聞きしたことがありますか。  

あてはまる番号に○を付けてください。 

設 問 良く見る
ときどき 
読んで 
いる 

読んだこ
とはない
が知って

いる 

まったく
知らない

1.「広報せと」 瀬戸市発行（2回/月) 1 2 3 4 

2.「市議会だより」 瀬戸市議会発行（4回/年) 1 2 3 4 

3. 瀬戸市ホームページ 1 2 3 4 

4.「連区だより」 東明自治連合会発行 (3回/年) 1 2 3 4 

5. 全戸配布・(組)回覧 東明自治連合会発行 1 2 3 4 

6. 東明公民館広報「まど」(２回/年) 1 2 3 4 

7. 「社協だより」 瀬戸市社会福祉協議会発行 1 2 3 4 

8. 「ふれあい・たすけあい」東明地区社協(4回/年) 1 2 3 4 

9.「なかよし」 古瀬戸保育園発行(毎月) 1 2 3 4 

10.「とうめい」東明小ＰＴＡ広報部（２回/年) 1 2 3 4 

11. 東明小学校ホームページ 1 2 3 4 

12.「祖東の風」 祖東中学校発行（毎月） 1 2 3 4 

13. 祖東中学校ホームページ 1 2 3 4 

1. 時間的余裕があれば                   4. 研修会や講座の開催があれば 
2. 一緒に参加する仲間がいれば             5. 時期や期間に拘束されなければ 
3. 家族の理解・協力があれば               6. 技術・経験を生かせることができれば 
7. その他(具体的に:                                                 )  
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(問16) (問15)に掲げる広報紙等で改良すべき点があればご記入ください。 

 

 

(問17) 広報・周知不足をどのような時に感じますか。 

 

 

(問18) 広報を周知するうえで、よい方法があればご記入ください。 

 

 

(問19) 地域の持つ力を発揮するために、地域団体(住民)、行政はそれぞれどのような役割を果た

すべきと考えますか。あなたの考えに最も近い番号に○を付けてください。 

設 問 
地域団体や 
住民が主体 

地域団体や 
住民が主体で
行政が協力 

行政が主体で
地域団体や 
住民が協力 

行政が主体 

1. 犯罪の防止 1 2 3 4 

2. 災害への備え 1 2 3 4 

3. 高齢者福祉の向上 1 2 3 4 

4. 障害者福祉の向上 1 2 3 4 

5. 子育て環境 1 2 3 4 

6. 青少年の健全育成 1 2 3 4 

7. ゴミ出しルールを守る 1 2 3 4 

8. 公園・街路の清掃・美化 1 2 3 4 

9. スポーツ・文化活動の活発化 1 2 3 4 

10. 駐車マナーの向上 1 2 3 4 

11. 隣近所の関係の融和 1 2 3 4 

12. 公共交通の確保 1 2 3 4 

13. 市及び地域の産業の発展 1 2 3 4 

■個別項目■（それぞれ、該当する設問にお答えください。） 

(問 20) １８歳未満のご家族がみえる場合にお答えください。 

（1）お子さまは以下のどれに該当しますか。（すべてのお子さまに対してお答えください。） 

 

 

 

 

 

（2）子育てについて不安を感じていることは何ですか。 

あてはまる番号をいくつでも選んで○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 子育て方法（しつけ等）        9. 家族関係の崩壊  

2. いじめ・虐待          10. 子どもの生活態度  

3. 親同士の人間関係        11. 子どもを預ける場所がない  

4. 親子関係            12. 経済面  

5. 子どもの健康                    13. 公共施設が物足りない 

6. 子どもの犯罪           14. 相談する人・場所がない 

7. 通園・通学時の危険        15. 不安は感じていない 

8. 家族との人間関係 

16. その他（具体的に：                                          )

1. 未就園児            4. 小学校高学年 

2. 園児              5. 中学生 

3. 小学校低学年                 6. 高校生・専門学校生 

7. その他（具体的に:                                      ) 
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(3）子どもや子育て家庭を地域社会で支えていると感じられるのはどのようなことですか。 

あてはまる番号を 3 つまで選んで○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(問 21) １８歳から４０歳代のご家族がみえる場合のみお答えください。 

（対象のご家族と話し合いながらご記入ください。） 

（1）今後も東明連区で暮らし続けたいですか。１つ選んで○を付けてください。 

 

 

  （2）（1）で「 2. いいえ」に○をつけられた方にお聞きします。 

その理由は何ですか。ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

（3）（1）で「 2. いいえ」に○をつけられた方にお聞きします。 

東明連区以外の瀬戸市内ならば暮らしても良いですか。 

１つ選んで○を付けてください。 

 

 

 

(問 22) ５０歳以上６５歳未満の現在働いているご家族がみえる場合にお答えください。 

  （1）退職後やってみたいことは何ですか。 

あてはまる番号をいくつでも選んで○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 子どもや子育て家庭への自然な声掛けがある 

2. 病院や美容院などへ行くとき、近所同士で子供を預かりあう関係がある

3. 子どもの通園・通学・遊びを近所で見守り安全・安心である  

4. 子どもが社会の一員として年下の子供の面倒を見る 

5. 身近な子育てサークルなどがきめ細かな相談に答える 

6. 子どもたちが高齢者と触れ合える機会がある 

7. 子どもたちが参加できる地域行事がたくさんある 

8. 指導者・先輩・近所のおとながルール・マナーを正しく教える 

 9. その他（具体的に:                                   )

1. 趣味・娯楽活動                 7. 子育て・教育支援活動 

2. スポーツ・健康・レクリエーション活動      8. ボランティア活動 

3. 生涯学習活動（文化・教養など）            9. 家庭菜園・ガーデニング 

4. 地域行事・自治会活動                10. 再就職 

5. 環境活動(リサイクル・環境保全活動など)   11. 現在の仕事を継続 

6. 高齢者・障害者の援助・介助活動           12. 特にない    

13. その他（具体的に:                                        ) 

1. はい        2. いいえ 

1. はい           2. いいえ 
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(問 23) ６５歳以上のご家族の生活感などについてお答えください。 

（対象のご家族と話し合いながらご記入ください。） 

（1）不安に感じる項目について、いくつでも選んで○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

（2）日中はどのように過ごしていますか。 

あてはまる番号をいくつでも選んで○を付けてください。 

 

 

 

 

 

  （3）今後取り組んでみたいことは何ですか。 

あてはまる番号をいくつでも選んで○を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

最後に東明連区の現状や今後の課題・日々お困りの事や、不安に感じている事について 

ご意見がありましたら、下欄にご自由にお書きください。 

 

 

1. 自分の健康               6. 配偶者との決別 

2. 家族の健康              7. 家族との人間関係 

3. 日常生活の不自由           8. 地域からの疎外感・孤独感 

4. 年金・介護・医療などの社会保障     9. 経済面（物価高・医療費等）  

5. 防災・防犯             10. 不安は感じていない 

11.その他（具体的に:                                         ) 

1. 一人で過ごす           5. 地域の活動に参加する 

2. 家族と過ごす                    6. ボランティアや自己啓発活動に参加 

3. 趣味で過ごす                  7. 仕事をしている  

4. 買い物や病院等に出かける）      8. あまり外出しない 

9. その他（具体的に:                                         )

1. 趣味・娯楽活動                 7. 子育て・教育支援活動 

2. スポーツ・健康・レクリエーション活動      8. ボランティア活動 

3. 生涯学習活動（文化・教養など）          9. 家庭菜園・ガーデニング 

4. 地域行事・自治会活動             10. 再就職 

5. 環境活動(リサイクル・環境保全活動など)   11. 特にない 

6. 高齢者・障害者の援助・介助活動 

12. その他の活動（具体的に:                                        ） 


